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満
州
と
綺
堂
読
物

―
岡
本
綺
堂
の
日
露
戦
争
従
軍
経
験
を
も
と
に
し
て

原
　
　
　
辰
　
吉

は
じ
め
に

岡
本
綺
堂
は
、
明
治
四
十
四
年
の
「
修
禅
寺
物
語
」（
明
治
座
）
に
よ
っ
て
名
声
を
得
て
、
大
正
二
年
に
専
業
作
家
と
な
る
以
前
、

新
聞
記
者
と
し
て
生
活
し
た
。
明
治
二
十
三
年
に
父
の
伝
手
で
東
京
日
日
新
聞
に
見
習
い
記
者
と
し
て
入
社
後
、
い
く
つ
か
の
新
聞
社

を
転
々
と
し
な
が
ら
、
塚
原
渋
柿
園
や
条
野
採
菊
ら
に
教
え
を
受
け
、
作
家
と
し
て
の
素
養
を
高
め
て
い
っ
た
。

綺
堂
は
明
治
三
十
六
年
五
月
に
東
京
日
日
新
聞
社
に
再
入
社
し
た
。
そ
の
翌
年
の
二
月
に
日
露
戦
争
が
開
戦
し
、
綺
堂
は
従
軍
記
者

と
し
て
戦
地
に
赴
く
こ
と
と
な
る
。

日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
作
家
と
し
て
は
、
森
鷗
外
が
い
る
。
戦
後
、
赴
任
中
に
詠
ん
だ
詩
歌
を
『
う
た
日
記
』（
明
治
四
十
年
九
月
、

春
陽
堂
）
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
軍
人
と
し
て
は
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
桜
井
忠
温
が
帰
還
後
、『
肉
弾
』（
明
治

三
十
九
年
九
月
、
英
文
新
誌
社
）
を
書
き
、
各
国
で
翻
訳
さ
れ
た
。
副
題
に
「
旅
順
実
戦
記
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
実
戦
経
験
に
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基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
戦
場
で
の
兵
士
た
ち
の
姿
を
美
談
と
し
て
描
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
二
名
は
綺
堂
と
異
な
り
、

職
業
軍
人
と
し
て
の
従
軍
で
あ
る
。

綺
堂
と
似
た
境
遇
で
あ
っ
た
の
が
、
田
山
花
袋
で
あ
る
。
花
袋
は
博
文
館
の
写
真
班
と
し
て
満
州
の
地
へ
渡
り
、
そ
の
戦
争
の
様
子

を
取
材
し
た
。
花
袋
は
こ
の
と
き
の
従
軍
記
録
を
『
第
二
軍
従
軍
日
記
』（
明
治
三
十
八
年
一
月
、
博
文
館
）
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
花
袋
は
明
治
四
十
年
に
「
蒲
団
」（『
新
小
説
』
明
治
四
十
年
九
月
号
）
を
発
表
、
明
治
四
十
年
代
の
自
然
主
義
文
学
を
牽
引

し
て
い
く
が
、
日
露
戦
争
で
の
兵
の
姿
を
描
い
た
「
一
兵
卒
」
を
明
治
四
十
一
年
一
月
に
『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
し
て
い
る
。「
一

兵
卒
」
で
は
脚
気
を
患
っ
た
兵
士
が
苦
し
み
死
ん
で
い
く
様
子
を
描
写
し
、
大
き
な
戦
況
の
な
か
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
一
人

の
死
の
哀
れ
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
代
表
作
の
一
つ
「
田
舎
教
師
」
で
は
、
主
人
公
の
清
三
が
遼
陽
攻
略
祝
福
の
空

気
の
な
か
ひ
っ
そ
り
と
死
ん
で
い
く
が
、
そ
の
際
に
満
州
の
平
原
に
倒
れ
た
「
同
胞
」
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。「
一
兵
卒
」
で
は
戦

場
の
内
部
、「
田
舎
教
師
」
で
は
そ
の
外
部
か
ら
日
露
戦
争
を
描
い
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
他
、
従
軍
経
験
は
な
い
が
、
夏
目
漱
石
は
初
期
の
短
編
「
趣
味
の
遺
伝
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
十
九
年
一
月
）
に
お
い
て
、

戦
場
の
様
子
の
空
想
や
、
帰
還
し
た
将
軍
の
風
貌
を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
漱
石
は
の
ち
に
満
州
の
地
を
訪
ね
、「
満
韓
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
」（
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
日
ま
で
連
載
）
と
し
て
、
そ
の
様
子
を
ま
と
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
を
描
い
た
文
学
作
品
が
あ
る
な
か
で
、
従
軍
し
た
綺
堂
も
ま
た
戦
地
で
あ
る
満
州
を
舞
台
と
し
て
作
品
を
手

が
け
て
い
る
。
そ
れ
は
作
家
自
身
の
従
軍
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
心
情
は
先
に
挙
げ
た
他
作
家
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

本
論
は
、
読
物
の
な
か
で
満
州
と
そ
れ
に
伴
う
人
物
の
心
情
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ま
た
、
そ
の
心
情
が
ど
の
よ
う
な
要
因
で
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
一
節
で
綺
堂
の
従
軍
記
を
も
と
に
従
軍
記
者
と
し
て
の
綺
堂
の
足
跡
を
辿
り
、
第
二
節
で
満
州
を
舞
台
と
す
る
「
窯
変
」「
雪
女
」

と
い
っ
た
作
品〔

一
〕を

俎
上
に
あ
げ
、
従
軍
の
実
際
と
照
合
し
、
第
三
節
に
お
い
て
作
品
内
の
心
情
描
写
に
う
か
が
え
る
特
徴
の
要
因
を
従

軍
記
や
随
筆
か
ら
確
か
め
る
。「
窯
変
」
を
収
録
す
る
『
青
蛙
堂
鬼
談
』
に
関
し
て
は
「
綺
堂
の
怪
談
は
関
東
大
震
災
以
降
の
都
市
大

衆
社
会
時
代
の
は
ら
む
不
安
定
性
」
を
「
従
来
の
怪
談
を
十
分
に
咀
嚼
し
た
手
法
に
よ
っ
て
表
現
し
た
」
と
い
う
関
東
大
震
災
と
結
び

つ
け
た
清
水
潤
氏
の
言
及〔

二
〕は

あ
る
が
、
従
軍
時
の
経
験
か
ら
両
作
品
を
照
射
し
た
も
の
は
な
い〔

三
〕。

初
期
段
階
に
あ
る
綺
堂
研
究
に
お
い

て
も
、
新
た
な
視
座
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
綺
堂
の
従
軍
記
録

本
節
で
は
綺
堂
の
従
軍
経
験
の
実
際
を
追
っ
て
い
き
、
綺
堂
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。

綺
堂
の
「
遺
稿　

岡
本
綺
堂
年
譜
」（「
舞
台
」
岡
本
綺
堂
追
悼
号
、
昭
和
十
四
年
五
月
）
の
明
治
三
十
七
年
（
綺
堂
三
十
三
歳
）
に

は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

�

二
月
、
日
露
開
戦
。
新
聞
社
よ
り
従
軍
記
者
た
る
べ
く
命
ぜ
ら
れ
、
陸
軍
省
に
従
軍
願
を
提
出
し
て
、
出
征
第
二
軍
配
属
と
定
め

ら
れ
る
。

�

第
一
軍
配
属
記
者
等
は
三
月
を
以
て
出
発
の
許
可
を
得
た
れ
ど
、
第
二
軍
配
属
記
者
は
容
易
に
出
発
を
許
さ
れ
ず
。
七
月
に
至
り

て
初
め
て
出
発
の
命
令
を
受
け
、
十
七
日
を
以
て
東
京
を
出
発
し
、
そ
の
途
中
、
社
用
に
て
京
都
と
大
阪
に
滞
在
、
更
に
広
島
に

て
出
船
を
待
つ
こ
と
四
日
、
廿
四
日
を
以
て
宇
品
を
出
帆
す
。
御
用
船
は
月
尾
丸
な
り
。
玄
界
灘
の
浪
高
く
、
折
々
に
濃
霧
に
襲

は
る
。
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新
聞
社
よ
り
命
じ
ら
れ
、「
第
二
軍
」
の
配
属
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
開
戦
時
か
ら
戦
地
に
赴
く
ま
で
数
か
月
の
時
間
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、綺
堂
の
随
筆
集
『
思
ひ
出
草
』（
昭
和
十
二
年
十
月
、相
模
書
房
）
に
収
録
さ
れ
た
「
昔
の
従
軍
記
者
」

（
初
出
不
明
。
昭
和
十
二
年
八
月
十
三
日
と
あ
る
）
に
よ
れ
ば
、
日
清
戦
争
時
は
「
一
定
の
規
律
」
の
な
か
っ
た
派
遣
記
者
も
、
日
露

戦
争
時
に
は
待
遇
等
の
規
律
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
。
記
者
は
「
大
尉
相
当
の
待
遇
」
を
受
け
、
そ
の
か
わ
り
に
「
軍
隊
の
規
律
に
一

切
服
従
す
べ
し
」、
ま
た
「
従
軍
記
者
は
一
社
一
人
に
限
る
」
と
い
う
決
ま
り
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
大
編
成
を
組
み
、
各
所
で
作
戦
に
あ
た
る
軍
隊
を
一
人
の
記
者
で
全
て
を
追
え
る
は
ず
も
な
く
、
困
っ
た
新
聞
社
は
、

自
社
の
届
け
出
の
他
に
、
地
方
新
聞
や
小
会
社
の
名
義
を
借
り
、
自
社
の
記
者
を
送
り
込
む
と
い
う
策
を
講
じ
、
そ
れ
に
よ
り
、
綺
堂

は
「
東
京
通
信
社
」
名
義
で
許
可
を
得
た
と
い
う〔

四
〕。

こ
れ
は
戦
地
に
お
い
て
は
暗
黙
の
了
解
で
、
軍
の
方
で
も
こ
う
し
た
方
法
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
く
、
到
着

後
に
は
記
者
は
本
社
の
名
義
を
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
。

た
だ
し
、「
袖
印
だ
け
は
届
け
出
で
の
社
名
を
用
ゐ
る
こ
と

に
な
っ
て
ゐ
て
、
私
も
カ
ー
キ
ー
服
の
左
の
腕
に
東
京
通

信
社
と
赤
く
縫
つ
た
帛
を
巻
い
て
ゐ
ま
し
た
」（「
昔
の
従

軍
記
者
」）
と
綺
堂
は
書
い
て
い
る
。

従
軍
前
に
撮
影
さ
れ
た
若
き
日
の
綺
堂
の
記
念
写
真
が

残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
腕
章
に
着
目
す
れ
ば
、「
東
京
通
」

の
文
字
が
み
え
、「
東
京
日
日
新
聞
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る〔

五
〕。（
画
像
①
）

画像①　勝央美術文学館所蔵
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戦
地
に
渡
っ
た
綺
堂
の
動
向
は
、「
東
京
日
日
新
聞
」
に
明
治
三
十
七
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た
綺
堂
の
従
軍
記

に
詳
し
い
。
左
は
そ
の
一
覧
表
で
あ
る
（
な
お
、
不
鮮
明
で
識
別
が
難
し
い
文
字
は
「
・
・
・
」
で
示
し
た
）。

№

発
信
日

発
信
地

掲
載
日

題

小
題

①

８
月
１
日

金
州

８
月
14
日

第
二
軍
従
軍
記
（
第
一
信
）

・
戦
後
の
南
山

②

７
日

蓋
平

22
日

第
二
軍
従
軍
記
（
第
二
信
）

・
金
州
の
義
人

・
占
領
後
の
東
清
鉄
道

・
夏
の
満
州

③

８
日

楊
家
屯

22
日

第
二
軍
従
軍
記
（
第
三
信
）

・
彼
我
の
陣
地

・
両
日
間
の
激
戦

・
大
雨
中
の
夜
襲

④

９
日

大
石
橋

30
日

第
二
軍
従
軍
記
（
第
四
信
）

⑤

16
日

・
・
・

29
日

第
二
軍
従
軍
記
（
第
五
信
）

・
大
石
橋
の
格
闘
戦

・
身
を
以
て
大
隊
長
を
救
ふ

・
全
身
の
軍
歌

⑥

17
日

大
石
橋

９
月
１
日

第
二
軍
従
軍
記
（
第
六
信
）

・
満
州
の
水

・
満
州
の
蛙

・
不
價
品

⑦

（
不
明
）

（
不
明
）

第
二
軍
従
軍
記
（
第
七
信
）

⑧

19
日

７
日

第
二
軍
従
軍
記
（
第
八
信
）

・
七
日
余
の
記

⑨

27
日

某
城

17
日

遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
九
信
）

・
月
前
の
進
軍

・
頑
強
な
る
捕
虜

・
初
度
の
砲
声

・
高
粱
の
家
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⑩

29
日

左
翼
軍

17
日

遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
十
信
）

・
鞍
山
店
攻
撃

・
二
日
間
の
戦
闘

・
八
卦
溝
附
近
の
追
撃

・
敵
の
死
傷
と
捕
虜

・
湯
崗
子
の
温
泉

⑪

９
月
３
日

南
八
里
庄

20
日

遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
十
一
信
）

・
遼
陽
攻
撃
の
開
始

・
戦
闘
の
第
一
日

・
其
の
第
二
日

⑫

８
日

・
・
・

24
日

遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
十
二
信
）

・
激
戦
の
第
二
日

・
其
の
第
三
日

・
其
の
第
四
日

・
其
の
第
五
日

・
復
讐
の
大
砲

・
砲
台
中
の
紅
粉

⑬

９
日

南
八
里
庄

22
日

遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
十
三
信
）

・
左
翼
軍
の
左
翼
部
隊

・
乙
部
隊
の
活
動

⑭

11
日

25
日

遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
十
四
信
）

・
左
翼
軍
丙
大
部
隊
の
行
動

⑮

14
日

戦
地

10
月
１
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
十
五
信
）

・
遼
陽
戦
紀
補
遺

⑯

23
日

戦
地

４
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
十
六
信
）

・
角
面
堡

・
黒
鳩
大
将
の
退
却

・
機
関
砲

・
遼
陽
城

・
前
面
の
敵
状

⑰

25
日

遼
陽

９
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
十
七
信
）

・
陣
中
の
名
月

⑱

26
日

遼
陽

10
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
十
八
信
）

・
市
川
工
学
士
の
名
誉

・
新
立
屯
高
地
の
突
撃

・
藤
原
少
尉
の
戦
死
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綺
堂
の
発
信
し
た
従
軍
記
は
、
二
週
間
以
上
を
経
て
本
社
に
到
着
し
て
い
る
。
は
じ
め
「
第
二
軍
従
軍
記
」
と
題
さ
れ
て
い
た
が
、

遼
陽
の
大
規
模
な
戦
闘
に
際
し
て
は
「
遼
陽
攻
撃
従
軍
記
」、そ
の
後
、沙
河
会
戦
ま
で
は
陸
軍
第
二
軍
の
司
令
官
奥
保
鞏
の
名
か
ら
「
奥

軍
従
軍
記
」
と
な
っ
て
い
る
（
こ
れ
ら
の
総
称
を
以
降
「
従
軍
記
」
と
表
記
す
る
）。
な
お
、
こ
の
第
二
軍
に
は
軍
医
と
し
て
森
鷗
外
、

写
真
班
と
し
て
従
軍
し
た
田
山
花
袋
が
い
た
。
花
袋
は
鷗
外
の
も
と
を
訪
ね
度
々
文
学
談
義
を
交
わ
し
た
と
い
う
が
（
田
山
花
袋
『
第

二
軍
従
征
日
記
』
明
治
三
八
年
一
月
、
博
文
館
）、
綺
堂
の
記
述
に
は
両
者
の
名
は
登
場
せ
ず
、
彼
ら
の
交
流
は
な
か
っ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。

⑲

27
日

遼
陽

12
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
十
九
信
）

・
首
山
堡
の
戦
死
者
橘
少
佐

⑳

28
日

戦
地

15
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
廿
信
）

・
遼
陽
の
悲
劇

㉑

10
月
21
日

11
月
２
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
廿
一
信
）

・
沙
河
の
大
会
戦

㉒

22
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
廿
二
信
）

・
沙
河
の
大
会
戦

・
敵
兵
の
南
下

・
戦
闘
第
一
日

・
其
の
第
二
日

・
其
の
第
三
日

㉓

23
日

７
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
廿
三
信
）

・
戦
闘
第
三
日

・
其
の
第
四
日

・
其
の
第
五
日

・
其
の
第
六
日

㉔

23
日

８
日

奥
軍
従
軍
記
（
第
廿
三
信
）

・
其
の
第
七
日

・
其
の
第
八
日

・
戦
記
補
遺

・
勅
語
の
不
思
議

・
藁
人
形
的
計
略

・
捕
虜
と
戦
利
品
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綺
堂
は
第
二
軍
の
動
き
に
従
い
、
金
州
か
ら
、
蓋
平
、
大
石
橋
、
海
城
と
南
満
州
鉄
道
を
北
上
し
て
い
っ
た
こ
と
が
「
従
軍
記
」
か

ら
う
か
が
え
る
。
八
月
十
九
日
発
信
の
「
第
二
軍
従
軍
記
」
で
は
、
塚
原
渋
柿
園
の
「
三
十
日
餘
の
記
」
に
な
ぞ
ら
え
「
七
日
餘
の
記
」

と
し
て
八
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
出
来
事
を
日
記
形
式
で
記
述
し
て
い
る
。
十
九
日
の
日
記
に
は
「
午
前
は
司
令
部
へ
赴
き
て
原

稿
検
閲
を
請
ひ
、
午
後
は
軍
医
部
に
行
く
」
と
あ
り
、
新
聞
社
へ
送
る
「
従
軍
記
」
は
司
令
部
の
検
閲
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
「
七
日
餘
の
記
」
は
の
ち
に
「
海
城
の
や
ど
り
（
満
州
従
軍

日
記
の
一
節
）」（『
五
色
筆
』
大
正
六
年
十
二
月
、
南
人
社
）
と
し

て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
検
閲
の
た
め
伏
せ
ら
れ
て
い
た

箇
所
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
七
日
餘
の
記
」
に

お
い
て
、「
某
処
」
と
さ
れ
て
い
た
の
は
「
海
城
」
で
、
綺
堂
が
配

属
と
な
っ
た「
某
師
団
」は「
第
三
師
団
」で
あ
る
。「
七
日
餘
の
記
」

に
お
い
て
綺
堂
は
城
門
の
表
記
が
漢
字
で
は
な
く
カ
ナ
で
「
ダ
イ

○
シ
ダ
ン
シ
レ
イ
ブ
」
と
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
露
探
」（
こ
の
場

合
は
ロ
シ
ア
側
の
清
国
人
）
に
所
在
地
を
明
か
さ
な
い
た
め
で
は

な
い
か
、
と
い
う
推
測
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
ダ
イ
三
シ

ダ
ン
シ
レ
イ
ブ
」
で
あ
る
。

綺
堂
は
「
遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
十
信
）」
に
お
い
て
、「
八
卦

溝
附
近
の
追
撃
」
と
し
て
望
遠
鏡
で
覗
き
見
た
戦
闘
の
様
子
を
記

し
て
い
る
が
、「
参
謀
本
部
」
の
地
図
を
み
る
と
、
第
三
師
団
の
存

図②　�「従軍記」第十一信の発信地である「南八里庄」が北
東に確認できる。
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在
を
そ
こ
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
綺
堂
は
第
三
師
団
附
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。（
図
②
「
第
四
及

び
第
二
軍
諸
隊
之
位
置
」《『
明
治
三
十
八
年
日
露
戦
史　

第
三
巻
附
図
』
参
謀
本
部
編
纂
》
参
照
）

こ
の
「
従
軍
記
」
は
十
月
二
十
三
日
発
信
の
沙
河
会
戦
を
記
し
た
「
奥
軍
従
軍
記
（
第
二
十
三
信
）」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
遼
陽
会
戦
、

沙
河
会
戦
と
二
つ
の
大
規
模
な
戦
闘
を
目
撃
し
た
綺
堂
で
あ
る
が
、「
十
一
月
に
入
り
て
東
京
の
本
社
よ
り
社
長
更
迭
の
通
知
を
受
く
。

（
略
）
随
つ
て
社
内
も
動
揺
を
免
か
れ
ず
、
岡
本
も
俄
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
て
、
十
一
月
四
日
に
沙
河
を
出
発
（
以
下
略
）」（「
綺

堂
年
表
」）
と
い
う
よ
う
に
社
内
の
事
情
に
よ
り
、
従
軍
を
終
え
帰
国
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

「
従
軍
記
」
に
お
け
る
主
要
な
題
材
は
戦
闘
の
記
録
で
あ
る
。
綺
堂
も
ひ
と
た
び
戦
闘
が
は
じ
ま
れ
ば
攻
撃
の
様
子
を
詳
し
く
記
し
、

「
剣
と
剣
と
は
相
触
れ
た
り
銃
と
銃
と
は
相
撃
ち
た
り
肉
は
飛
べ
り
血
は
漂
へ
り
斯
の
瞬
間
は
実
に
怖
ろ
し
か
り
き
」
と
戦
場
の
現
実

を
、
実
感
を
も
っ
て
書
き
記
し
て
い
る
。

「
従
軍
記
」
に
よ
れ
ば
、
戦
闘
に
参
加
し
て
い
な
い
記
者
た
ち
も
け
っ
し
て
安
全
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
沙
河
会
戦
の
「
其

の
第
三
日
」（「
奥
軍
従
軍
記
（
第
廿
二
信
）」）
で
は
「（
略
）
司
令
部
の
門
を
潜
る
や
某
旅
団
の
副
官
居
合
わ
せ
て
『
君
達
は
ま
だ
知

ら
ぬ
か
、
信
濃
日
報
が
殺
ら
れ
た
ぞ
』
と
云
ふ
」
と
あ
り
、
信
濃
日
報
の
川
島
順
吉
が
砲
弾
を
受
け
、
死
亡
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。
綺
堂
は
還
暦
祝
い
の
句
集
『
独
吟
』（
昭
和
七
年
十
月
）
の
な
か
で
「
先
月
の
中
秋
の
夜
、
わ
た
し
が
『
戦
場
誰
識
幾
人
還
』

の
句
を
示
す
と
、川マ

マ嶋
君
は
『
君
も
感
傷
的
に
な
つ
た
ね
』
な
ど
と
笑
つ
て
ゐ
た
が
、そ
の
一
句
が
遂
に
讖
を
な
し
た
や
う
に
思
は
れ
て
、

私
と
し
て
は
い
よ
〳
〵
凄
愴
の
感
を
深
う
し
た
」
と
回
想
し
、
そ
の
と
き
詠
ん
だ
「
野
塘
風
雨
暗
楊
。
大
戦
將
酣
君
己
亡
。
破
廟
蕭
條

香
火
裏
。
旅
魂
今
夜
謁
龍
王
」
の
詩
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
川
島
順
吉
に
つ
い
て
は
「
昔
の
従
軍
記
者
」
の
な
か
で
も
触
れ
、「
私

も
そ
の
時
、
小
銃
弾
に
帽
子
を
撃
ち
落
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
ひ
に
無
事
で
し
た
」
と
従
軍
が
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。



武蔵大学人文学会雑誌　第 53 巻第 1号

（10）75

こ
の
よ
う
に
綺
堂
は
軍
と
と
も
に
北
上
し
、
遼
陽
、
沙
河
の
会
戦
を
目
撃
、
そ
の
戦
場
の
恐
怖
と
危
険
と
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て

い
る
。
一
方
で
綺
堂
の
関
心
は
必
ず
し
も
戦
場
に
し
か
向
い
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
地
へ
赴
い
た
綺
堂
の
第
一
報
と
な
る

「
第
二
軍
従
軍
記
（
第
一
信
）」
に
は
、
従
軍
記
者
と
し
て
の
自
ら
の
態
度
を
示
し
た
次
の
一
文
が
あ
る
。

�

予
は
斯
の
第
一
信
を
草
す
る
に
方
り
て
予
じ
め
読
者
に
告
げ
参
ら
す
る
事
あ
り
、
其
は
別
儀
に
あ
ら
ず
、
予
の
通
信
は
努
め
て
平

易
通
俗
を
旨
と
す
る
こ
と
是
な
り
。

�（
略
）
又
た
難
ず
べ
き
に
非
ず
と
雖
も
日
露
の
大
戦
は
天
下
の
遍
く
目
を
注
ぐ
所
に
し
て
戦
報
一
た
び
至
れ
ば
児
童
走
卒
も
亦
其

の
一
行
一
句
を
玩
味
し
て
其
の
詳
を
極
め
其
の
細
を
知
ら
ん
と
す
る
は
蓋
し
自
然
の
人
情
な
り
。
然
れ
ば
こ
の
際
に
於
け
る
通
信

記
事
は
成
べ
く
通
俗
を
旨
と
し
て
何
人
と
雖
も
容
易
に
其
意
を
解
し
得
ら
る
ゝ
様
に
筆
を
執
ら
ん
こ
そ
従
軍
記
者
の
職
務
な
れ
。

予
は
斯
く
信
ず
る
を
以
て
今
後
の
通
信
は
努
め
て
険
怪
の
文
字
を
避
け
て
成
べ
く
平
易
の
筆
を
執
ら
ん
と
す
（
略
）

こ
の
「
通
俗
を
旨
」
と
す
る
心
構
え
は
、
題
材
の
選
択
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
般
に
従
軍
記
録
の
主
と
も
い
え
る
戦
闘
の
概
略

の
他
に
、
満
州
の
地
に
お
け
る
風
物
や
伝
聞
が
綺
堂
の
「
従
軍
記
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
第
二
軍
従
軍
記
（
第
二
信
）」

で
は
、「
金
州
の
義
人
」
と
題
し
て
「
一
種
小
説
的
実
話
を
耳
に
し
た
」
こ
と
を
記
事
に
し
て
い
る
。「
清
人
」
に
姿
を
や
つ
し
た
日
本

人
が
宿
場
に
て
日
本
を
慕
う
主
人
に
出
会
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
綺
堂
は
こ
れ
を
聞
き
、
実
際
に
そ
の
宿
場
を
訪
ね
て
い
る
（
た
だ
し
、

主
人
は
不
在
で
あ
っ
た
）。
ま
た
、
遼
陽
攻
略
後
に
は
「
陣
中
の
名
月
」（「
奥
軍
従
軍
記
（
第
十
七
信
）」）
と
満
州
の
月
に
つ
い
て
記

述
し
て
お
り
、
危
険
な
戦
地
に
お
い
て
詩
情
の
あ
る
文
章
が
書
か
れ
る
と
い
う
落
差
が
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ

に
は
作
戦
に
関
す
る
情
報
の
規
制
が
背
景
に
は
あ
り〔

六
〕、

戦
場
の
様
子
を
記
事
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
題
材
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選
び
か
ら
は
綺
堂
が
満
州
の
地
そ
の
も
の
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
こ
と
が
、
後
の
作
品
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
次
節
か
ら
は
、
綺
堂
の
作
品
と
経
験
と
を
照
合
さ
せ
な
が
ら
、
従
軍
の
経
験
を
綺
堂
が
ど
の
よ

う
に
作
品
に
仕
立
て
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
。

二
、「
窯
変
」
と
「
雪
女
」
に
お
け
る
満
州
の
描
写

綺
堂
読
物
の
な
か
で
満
州
を
舞
台
に
し
て
い
る
作
品
が
「
窯
変
」
と
「
雪
女
」
で
あ
る
。
両
作
品
は
ど
ち
ら
も
、
主
人
公
の
あ
る
日

本
人
が
宿
り
を
求
め
て
訪
れ
た
現
地
人
の
家
で
事
件
に
遭
遇
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
日
本
人
像
に
は
少
な
か
ら
ず
綺

堂
自
身
が
投
影
さ
れ
、
現
地
の
様
子
は
満
州
で
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
作
品
に
お
け
る
満
州
の
描
写

を
綺
堂
の
「
従
軍
記
」
や
随
筆
の
記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
作
品
の
構
造
を
分
析
し
て
い
く
。

「
窯
変
」
は
大
正
十
四
年
九
月
の
「
苦
楽
」
に
掲
載
さ
れ
た
怪
奇
短
編
小
説
で
あ
る
。
綺
堂
は
大
正
十
四
年
の
三
月
か
ら
「
苦
楽
」

に
「
青
蛙
堂
鬼
談
」
と
し
て
怪
奇
譚
を
連
載
し
て
お
り
、
の
ち
に
そ
れ
ら
を
『
青
蛙
堂
鬼
談
』（
大
正
十
五
年
三
月
、
春
陽
堂
）
と
し

て
ま
と
め
た
。「
苦
楽
」
に
は
そ
の
前
年
に
巷
談
集
の
『
三
浦
老
人
昔
話
』（
大
正
十
四
年
五
月
、
春
陽
堂
）
に
お
さ
め
ら
れ
る
短
編
を

連
載
し
て
お
り
、『
青
蛙
堂
鬼
談
』
は
そ
れ
に
続
く
「
綺
堂
読
物
乃
集
」
第
二
集
に
当
た
る
。「
苦
楽
」
を
発
行
す
る
プ
ラ
ト
ン
社
は
関

西
に
あ
り
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
う
け
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
書
籍
刊
行
が
可
能
だ
っ
た
。
な
お
、『
綺
堂
日
記
』（
平
成
元

年
九
月
、
青
蛙
房
）
に
拠
れ
ば
六
月
十
一
日
に
起
稿
、
翌
十
二
日
に
は
「
そ
れ
か
ら
原
稿
を
か
き
、
三
時
こ
ろ
ま
で
に
脱
稿
、
過
日
来

の
分
を
あ
わ
せ
て
二
十
八
枚
、
題
は
『
窯
変
』
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
本
作
は
二
日
間
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

「
窯
変
」
は
「
第
七
の
男
」（「
青
蛙
堂
鬼
談
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
に
お
い
て
異
な
る
語
り
手
が
怪
談
を
語
る
と
い
う
百
物
語
の
形
式

を
と
っ
て
い
る
）
の
語
り
が
物
語
の
は
じ
め
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
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明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
九
日
の
夕
方
で
あ
る
。
僕
は
そ
の
当
時
、
日
露
戦
争
の
従
軍
記
者
と
し
て
満
州
の
戦
地
に
あ
っ
て
、

こ
の
日
は
、
午
後
三
時
ご
ろ
に
楊
家
店
と
い
ふ
小
さ
い
村
に
行
き
着
い
た
。
前
方
は
遼
陽
攻
撃
戦
の
最
中
で
、
首
山
堡
の
高
地
は

ま
だ
陥
ら
な
い
。
砲
銃
の
音
は
絶
え
間
な
し
に
ひ
ゞ
い
て
ゐ
る
。

語
り
手
の
「
第
七
の
男
」
が
か
つ
て
日
露
戦
争
の
従
軍
記
者
で
あ
り
、
戦
時
中
の
満
州
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
冒
頭
で
示
さ

れ
て
い
る
。

「
僕
」（
＝
第
七
の
男
）
を
ふ
く
め
た
従
軍
記
者
四
人
の
一
組
が
「
今
夜
の
や
ど
り
」
を
訪
ね
、
井
戸
の
近
く
に
い
た
若
い
満
州
人
の

反
対
を
押
し
切
り
、
一
軒
の
民
家
に
休
息
を
求
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
物
語
が
は
じ
ま
る
。
反
対
す
る
満
州
人
が
い
う
に
は
そ
こ
は
「
家

有
妖
」、
つ
ま
り
は
化
物
屋
敷
だ
と
い
う
。

家
の
奉
公
人
は
彼
ら
を
歓
迎
し
た
。
そ
れ
は
家
に
病
気
の
娘
が
あ
り
、
日
本
人
が
携
え
て
い
る
薬
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
美
し
い
娘
は
あ
き
ら
か
に
肺
病
に
侵
さ
れ
て
い
て
、
彼
ら
は
解
熱
剤
を
処
方
す
る
他
に
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
彼
ら
が
火
に
あ
た
っ
て
い
る
と
、
軍
隊
附
き
の
通
訳
者
Ｓ
君
が
や
っ
て
く
る
。
Ｓ
君
は
先
ほ
ど
の
「
家
有
妖
」
と
忠
告
を

与
え
た
満
州
人
の
祖
父
か
ら
、
そ
の
家
の
由
来
を
聞
い
た
と
い
う
。
そ
の
家
は
姓
を
徐
と
い
い
、
四
十
年
前
は
瓦
屋
を
営
ん
で
い
た
。

あ
る
日
、
捕
吏
に
追
わ
れ
た
旅
人
二
人
が
駆
け
込
ん
で
き
た
。
二
人
は
匿
っ
て
く
れ
た
ら
、
金
の
半
分
を
与
え
る
と
い
う
。
家
の
主
人

と
息
子
は
二
人
を
竈
に
隠
す
が
、巡
警
の
捜
索
が
や
っ
て
き
た
た
め
、火
を
か
け
て
ご
ま
か
す
。
巡
警
を
や
り
過
ご
す
こ
と
は
で
き
た
が
、

そ
の
ま
ま
竈
の
中
に
隠
れ
た
二
人
を
焼
き
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
徐
の
家
で
は
焼
き
物
が
人
間
の
顔
や
手
足
の
形
に

変
わ
る
と
い
う
窯
変
が
起
き
、
ま
た
、
家
の
も
の
が
次
々
と
亡
く
な
る
と
い
う
。

以
上
が
「
窯
変
」
の
お
よ
そ
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
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「
窯
変
」
の
本
文
各
所
に
は
、
従
軍
に
関
す
る
描
写
が
細
か
く
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
綺
堂
自
身
が
日
露
戦
争
の
従
軍
記
者
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
描
写
は
そ
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
と
仮
定
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
、
綺
堂
の
年
譜
や
「
従
軍
記
」、

随
筆
と
、「
窯
変
」
本
文
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
先
に
引
用
し
た
冒
頭
部
だ
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
記
述
が
、

綺
堂
の
自
筆
年
表
中
に
み
て
と
れ
る
。
綺
堂
年
譜
に
は
、「
二
十
九
日

よ
り
遼
陽
攻
撃
戦
は
じ
ま
る
。
雨
を
冒
し
て
前
進
し
、
九
月
三
日
の

午
後
、
遼
陽
城
外
に
到
着
す
」
と
あ
る
。
遼
陽
へ
の
攻
撃
に
従
軍
し

た
点
で
綺
堂
の
経
験
と
「
窯
変
」
の
語
り
の
内
容
が
一
致
す
る
。「
遼

陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
九
信
）」
に
は
某
城
外
（
海
城
）
を
出
て
進
軍
、「
早

幾
里
を
越
え
た
り
け
ん
午
前
八
時
過
る
頃
ひ
に
楊
家
寨
子
に
着
く
、

誠
に
楊
家
の
名
に
背
か
ず
数
十
株
の
緑
楊
は
孤
村
を
囲
て
緑
絲
々
の

間
に
四
五
十
戸
の
農
家
あ
り
此
処
に
て
一
時
休
息
す
」
と
あ
り
、「
楊

家
店
」
と
「
楊
家
寨
子
」
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
対
応
す
る
村
に

実
際
に
綺
堂
が
滞
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
楊
家
寨
子
の
場
所
は
図

③
を
参
照
。
出
典
は
図
②
と
同
じ
）。

ま
た
随
筆
「
昔
の
従
軍
記
者
」
と
照
合
し
て
い
け
ば
、
以
下
の
よ

う
に
対
応
箇
所
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

図③
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宿
に
つ
い
て
の
記
述

�〈
窯
変
〉「
僕
達
は
三
晩
つ
ゞ
い
て
野
宿
同
様
の
苦
を
凌
い
で
来
た
の
で
、
今
夜
は
人
家
を
た
づ
ね
て
休
息
す
る
こ
と
に
し
て
、
二
三

人
あ
る
ひ
は
四
五
人
づ
つ
分
れ
〳
〵
に
な
つ
て
今
夜
の
や
ど
り
を
探
し
て
あ
る
い
た
。」

�〈
昔
の
従
軍
記
者
〉「
併
し
戦
闘
継
続
中
は
隊
の
方
で
も
そ
ん
な
に
世
話
を
焼
い
て
ゐ
ら
れ
な
い
の
で
、
私
た
ち
は
勝
手
に
宿
所
を
探

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
空
家
へ
這
入
つ
た
り
、
古
廟
に
泊
つ
た
り
、
時
に
は
野
宿
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

持
ち
物
に
つ
い
て
の
記
述

〈
窯
変
〉「
僕
の
腰
に
つ
け
て
ゐ
る
雑
嚢
」「
四
人
は
肩
に
か
け
て
ゐ
る
水
筒
」

�〈
昔
の
従
軍
記
者
〉「
従
軍
記
者
の
携
帯
品
は
、
ピ
ス
ト
ル
の
ほ
か
に
、
雨
具
、
雑
嚢
又
は
背
嚢
、
飯
盒
、
水
筒
、
望
遠
鏡
で
、
通
信

用
具
は
雑
嚢
か
背
嚢
に
入
れ
る
だ
け
で
す
か
ら
、
沢
山
に
用
意
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
困
り
ま
し
た
」

〔
七
〕

食
事
に
つ
い
て
の
記
述

�〈
窯
変
〉「
め
い
〳
〵
の
雑
嚢
の
中
に
は
食
塩
を
用
意
し
て
ゐ
た
の
で
、
そ
れ
を
唐
も
ろ
こ
し
に
振
り
か
け
て
食
ふ
と
、
さ
す
が
は
本

場
だ
け
に
、
そ
の
旨
い
味
は
日
本
の
唐
も
ろ
こ
し
の
た
ぐ
ひ
で
無
い
」

〈
昔
の
従
軍
記
者
〉「
時
に
は
唐
蜀
黍
を
焼
い
て
食
つ
た
り
、
時
に
は
生
卵
二
個
で
一
日
の
命
を
繋
い
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。」

「
窯
変
」の
描
写
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、綺
堂
の
従
軍
記
者
と
し
て
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
。「
窯
変
」

と
「
昔
の
従
軍
記
者
」
で
は
「
窯
変
」
の
方
が
、
発
表
年
が
先
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
綺
堂
は
「
昔
の
従
軍
記
者
」
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
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よ
う
な
事
象
を
、
先
行
し
て
「
窯
変
」
と
い
う
作
品
の
な
か
に
記
述
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
綺
堂
は
「
窯
変
」
に
あ
る
よ
う
な
怪
事
は
経
験
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
同
じ
く
「
昔
の
従
軍
記
者
」
に
「
鬼

が
出
る
と
い
う
古
廟
に
泊
る
と
、
そ
の
夜
な
か
に
寝
像
の
悪
い
一
人
が
関
羽
の
木
像
を
蹴
倒
し
て
、
み
ん
な
を
驚
か
せ
ま
し
た
が
、
ほ

か
に
は
怪
し
い
事
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鬼
が
出
る
な
ど
と
言
ひ
触
ら
し
て
、
土
地
の
ご
ろ
つ
き
共
の
賭
場
に
な
つ
て
ゐ
た
ら
し
い

の
で
す
」と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
経
験
し
得
な
か
っ
た
怪
異
に
つ
い
て
は「
窯
変
」で
よ
り
創
作
的
に
構
成
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
窯
変
」
は
怪
談
と
し
て
は
、
日
本
各
地
で
み
ら
れ
る
伝
承
の
「
異
人
殺
し
」
の
構
造
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
。「
異
人
殺
し
」
は

ム
ラ
等
共
同
体
の
外
部
か
ら
来
た
人
々
（
異
人
）
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
観
念
に
支
え
ら
れ
成
立
し
た
伝
承
で
あ
り
、
そ
れ
は
共
同
体

の
な
か
の
特
定
の
家
に
対
す
る
排
除
の
観
念
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
小
松
和
彦
は
指
摘
し
て
い
る
（「
異
人
殺
し
の
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
」『
現
代
思
想
』
昭
和
五
十
九
年
、
十
一
月
～
十
二
月
）〔

八
〕。

「
窯
変
」
も
ま
た
こ
の
図
式
に
当
て
は
ま
る
と
い
え
る
。「
窯
変
」
に
お
い
て
の
共
同
体
は
「
楊
家
店
と
い
ふ
小
さ
い
村
」
の
こ
と
で

あ
る
。
あ
る
日
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
異
人
は
「
二
人
の
旅
人
」
で
あ
り
、「
楊
家
店
と
い
ふ
村
」
の
「
徐
」
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
。

ま
た
、
桂
井
和
雄
は
「
遍
路
や
六
部
な
ど
の
持
ち
金
を
盗
ん
だ
家
筋
の
話
」（『
季
刊
民
話
』
七
号
、
昭
和
五
十
一
年〔

九
〕）�

に
お
い
て
、

こ
う
し
た
遍
路
や
六
部
と
い
っ
た
旅
人
殺
し
の
世
間
話
に
以
下
の
形
式
を
見
出
し
て
い
る
。

１�　

殺
さ
れ
る
も
の
が
つ
ね
に
多
額
の
金
銭
を
持
つ
遍
歴
中
の
遍
路
や
六
部
で
あ
る
こ
と
。

２�　

そ
の
持
ち
金
を
盗
み
取
っ
た
家
筋
が
、
そ
れ
を
元
手
に
し
て
し
だ
い
に
の
し
上
が
り
、
村
や
町
の
分
限
者
、
素
封
家
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。

３�　

殺
さ
れ
た
遍
路
や
六
部
な
ど
の
た
た
り
が
、
持
ち
金
を
盗
ん
だ
と
さ
れ
る
家
筋
の
も
の
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。
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４�　

以
上
の
中
で
２
の
条
件
の
後
半
、
３
の
条
件
の
い
ず
れ
か
が
欠
如
し
た
も
の
が
、
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
条
件
も
ま
た
「
窯
変
」
に
符
合
す
る
。「
１
」
は
「
重
そ
う
な
革
袋
」
を
持
つ
旅
人
、「
２
」
は
「
俄
に
工
面
好
く
な
つ
た
」

「
徐
の
家
」
で
あ
る
。「
３
」
の
「
た
た
り
」
は
窯
変
や
家
の
も
の
の
死
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、「
４
」
の
欠
如
は
「
２
の
条
件
の
後
半
」

で
あ
る
「
分
限
者
」
や
「
素
封
家
」
に
な
る
と
い
う
部
分
が
当
て
は
ま
る〔

十
〕。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
綺
堂
の
「
窯
変
」
も
「
異
人
殺
し
」
の
形
式
に
沿
っ
た
因
縁
話
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

綺
堂
は
古
今
東
西
の
怪
談
か
ら
そ
の
素
材
を
あ
つ
め
て
い
た
。
よ
っ
て
「
窯
変
」
も
典
拠
と
な
る
特
定
の
記
述
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く

は
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
怪
談
の
筋
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
伝
承
の
構
造
を
と
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
窯
変
」
は
、
従
来
の
怪
談
の
構
造
を
利
用
し
た
虚
構
を
、
綺
堂
自
身
の
実
体
験
を
ふ
ま
え
た
描

写
に
よ
っ
て
支
え
る
形
で
、
構
築
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

同
じ
く
満
州
を
舞
台
と
し
た
小
説
に
「
雪
女
」
が
あ
る
。
初
出
は
大
正
十
年
一
月
の
「
面
白
倶
楽
部
」
で
あ
る
。
原
題
は
「
吹
雪
の
夜
」

で
、
の
ち
に
「
綺
堂
読
物
集
乃
五
」
と
し
て
春
陽
堂
か
ら
大
正
三
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
今
古
探
偵
十
話
』
に
収
め
ら
れ
「
雪
女
」

と
さ
れ
た
。『
今
古
探
偵
十
話
』
は
「
読
物
集
乃
四
」
に
あ
た
る
『
探
偵
夜
話
』
に
続
く
探
偵
趣
味
傾
向
の
強
い
奇
談
を
ま
と
め
た
読

物
集
で
あ
る
た
め
、
収
録
の
際
に
文
末
に
探
偵
談
を
匂
わ
せ
る
文
句
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
初
出
と
同
内
容
で
あ
る
。
千
葉

俊
二
氏
が
「
前
著
『
探
偵
夜
話
』
に
比
べ
た
場
合
、「
探
偵
十
話
」
と
名
乗
り
な
が
ら
も
、
探
偵
的
な
要
素
よ
り
も
怪
奇
小
説
的
な
そ

れ
の
含
有
量
の
方
が
多
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
」

〔
一
一
〕と

い
う
よ
う
に
、「
雪
女
」
も
ま
た
、
事
件
の
解
決
が
用
意
さ
れ
て

い
な
い
怪
奇
的
要
素
の
強
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。『
今
古
探
偵
十
話
』
に
収
録
の
「
雪
女
」
は
「
Ｏ
君
は
語
る
」
と
し
て
以
下
の
文

か
ら
は
じ
ま
る
。
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大
正
の
初
年
か
ら
某
商
会
の
満
州
支
店
詰
を
勤
め
て
い
た
堀
部
君
が
足
か
け
十
年
振
り
で
内
地
に
帰
っ
て
来
て
、
彼
が
満
州
で

遭
遇
し
た
雪
女
の
不
思
議
な
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

こ
の
出
来
事
の
舞
台
は
奉
天
に
近
い
芹
菜
堡
子
と
か
い
ふ
所
だ
さ
う
で
あ
る
。
わ
た
し
も
曾
て
満
州
の
土
地
を
踏
ん
だ
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
の
芹
菜
堡
子
と
か
い
ふ
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
知
ら
な
い
。
併
し
そ
れ
が
所
謂
雲
朔
に
近
い
荒
涼
た
る
寒
村
で
あ
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
堀
部
君
は
商
会
の
用
向
き
で
、
遼
陽
の
支
店
を
出
発
し
て
、
先
づ
撫
順
の
炭
鉱
へ
行
つ
て
、
そ
れ

か
ら
汽
車
で
蘇
家
屯
へ
引
返
し
て
、
蘇
家
屯
か
ら
更
に
渾
河
の
方
面
に
む
か
つ
た
。
蘇
家
屯
か
ら
奉
天
ま
で
は
真
直
に
汽
車
で
行

か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
堀
部
君
は
商
売
用
の
都
合
か
ら
渾
河
で
汽
車
に
わ
か
れ
て
、
供
に
連
れ
た
支
那
人
と
二
人
で
奉
天
街
道
を

た
ど
つ
て
行
つ
た
。

こ
の
後
、
堀
部
の
一
行
は
雪
に
降
ら
れ
、
芹
菜
堡
子
に
宿
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
家
に
は
主
人
夫
婦
と
そ
の
娘
、

雇
人
二
人
が
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
堀
部
は
「
雪
の
姑
娘
」
の
話
を
聞
く
。「
雪
の
姑
娘
」
は
清
の
太
祖
の
侍
妾
で
あ
っ
た
姜
氏
と
い

う
美
女
が
、
妬
み
を
受
け
不
貞
を
云
い
触
ら
さ
れ
、「
大
雪
の
ふ
る
夕
、
赤
裸
に
し
て
手
足
を
縛
ら
れ
て
、
生
き
な
が
ら
に
渾
河
の
流

れ
に
投
げ
込
ま
れ
」、
そ
れ
以
来
、
大
雪
の
降
る
夜
に
は
白
い
女
の
姿
が
吹
雪
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
て
「
そ
れ
に
出
逢
ふ
も
の
は
命
を

亡
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
白
い
影
は
折
々
に
人
家
へ
忍
び
込
ん
で
来
て
、
若
い
娘
を
招

き
去
る
」
と
い
う
。
こ
の
家
で
も
三
年
前
に
十
三
歳
に
な
る
姉
娘
を
誘
い
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

堀
部
は
こ
の
話
を
「
迷
信
」
と
し
て
信
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
夜
、
堀
部
た
ち
の
目
の
前
に
白
い
影
が
あ
ら
わ
れ
て
、
娘

が
連
れ
さ
ら
れ
て
し
ま
う
。

よ
く
知
ら
れ
た
小
泉
八
雲
の
「
雪
女
」（
明
治
三
十
七
年
）
等
と
は
趣
を
異
に
す
る
雪
女
譚
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
物
語
は
日
露
戦
争
後
の
大
正
年
間
の
満
州
を
舞
台
と
し
て
い
る
が
、「
窯
変
」
と
同
じ
く
随
所
に
従
軍
時
の
記
憶
が
散
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

主
人
公
の
堀
部
は
は
じ
め
「
こ
ゝ
ら
に
も
馬
賊
は
ゐ
る
だ
ら
う
」
と
雪
女
の
正
体
を
馬
賊
の
し
わ
ざ
だ
と
疑
う
。
こ
の
馬
賊
に
つ
い

て
綺
堂
は
『
独
吟
』
の
な
か
に
「
満
州
遼
陽
に
て
」
と
詞
書
し
「
銅
鑼
打
つ
て
馬
賊
ふ
せ
ぐ
や
村
の
秋
」
と
い
う
句
を
残
し
て
い
る
。

句
と
同
様
の
光
景
を
綺
堂
は
目
撃
し
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
堀
部
の
従
者
に
つ
い
て
「
雪
女
」
で
は
「
供
の
支
那
人
は
堀
部
君
の
店
に
長
く
奉
公
し
て
、
気
心
の
よ
く
知
れ
て
ゐ
る
正
直

な
青
年
で
あ
つ
た
。
彼
は
李
多
と
い
ふ
の
が
本
名
で
あ
る
が
、
堀
部
君
の
店
で
は
日
本
式
に
李
太
郎
と
呼
び
慣
は
し
て
ゐ
た
」
と
書
か

れ
て
い
る
が
、「
昔
の
従
軍
記
者
」
で
は
苦
力
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
呼
び
表
し
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

苦
力
の
日
給
は
五
十
銭
で
し
た
が
、
み
な
喜
ん
で
忠
実
に
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。
一
人
は
高
秀
庭
、
一
人
は
丁
禹
良
と
い
ふ
の

で
し
た
が
、
そ
ん
な
む
づ
か
し
い
名
を
一
々
呼
ぶ
の
は
面
倒
な
の
で
、
私
の
考
案
で
一
人
を
十
郎
、
他
を
五
郎
と
い
ふ
事
に
し
ま

し
た
。
こ
の
二
人
が
「
新
聞
記
者
雇
苦
力
、
十
郎
、
五
郎
」
と
大
き
く
書
い
た
白
布
を
胸
に
縫
ひ
付
け
て
ゐ
る
の
で
、
誰
の
眼
に

も
着
き
易
く
、
往
来
の
兵
士
等
が
面
白
半
分
に
「
十
郎
、
五
郎
」
と
呼
ぶ
の
で
、
二
人
も
一
々
そ
の
返
事
を
す
る
の
に
困
つ
て
ゐ

る
よ
う
で
し
た
。
苦
力
の
曾
我
兄
弟
は
ま
つ
た
く
珍
し
か
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

綺
堂
は
苦
力
に
日
本
式
の
名
前
を
つ
け
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
作
中
の
堀
部
の
姿
と
対
応
し
て
い
る
。

冒
頭
に
あ
る
堀
部
が
辿
っ
た
道
の
り
は
、
従
軍
記
者
綺
堂
の
実
際
の
道
程
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
描
写
の
端
々
に
従

軍
時
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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「
雪
の
姑
娘
」
に
つ
い
て
は
似
た
話
が
随
筆
集
『
猫
や
な
ぎ
』（
昭
和
九
年
四
月
、
岡
倉
書
房
）
に
収
め
ら
れ
た
「
満
州
の
夏
」（「
都

新
聞
」
昭
和
六
年
七
月
）
に
あ
る
。
遼
陽
の
城
外
に
あ
る
「
東
京
陵
」
の
話
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

傳
へ
て
い
ふ
、
月
夜
雨
夜
に
こ
ゝ
を
過
ぎ
る
と
、
凄
麗
の
宮
女
に
逢
ふ
こ
と
が
あ
る
。
宮
女
は
笛
を
吹
い
て
ゐ
る
。
そ
の
笛
に

ひ
か
れ
て
、
宮
女
の
あ
と
を
慕
つ
て
行
く
も
の
は
再
び
帰
つ
て
来
な
い
と
い
ふ
。
支
那
の
小
説
に
で
も
あ
り
さ
う
な
怪
談
で
あ
る
。

「
雪
女
」
に
お
い
て
「
雪
の
姑
娘
」
は
「
大
雪
の
ふ
る
夜
」
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
条
件
が
あ
る
が
、
東
京
稜
で
は
「
月
夜
雨
夜
」

と
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
。
特
定
の
夜
に
あ
ら
わ
れ
、
人
を
連
れ
去
り
、「
再
び
帰
つ
て
来
な
い
」
と
い
う
部
分
は
「
雪
の
姑
娘
」
と

重
複
す
る
部
分
で
あ
る
。「
雪
の
姑
娘
」
の
伝
承
が
実
際
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
似
た
条
件
を
も
つ
怪
談
話
が
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
伝
聞
に
は
後
付
け
が
あ
り
、「
宿
屋
の
主
人
に
聞
き
糺
す
と
、
そ
の
宮
女
は
夜
ば
か
り
で
な
く
、
昼
で
も
陰
つ
た
日
に

は
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
あ
る
と
い
ふ
。
ほ
ん
と
う
に
再
び
帰
つ
て
来
な
い
の
か
と
念
を
押
す
と
、
さ
う
云
つ
て
置
く
方
が
若
い
人
た

ち
の
為
で
あ
ら
う
と
、
主
人
は
意
味
あ
り
げ
に
笑
つ
た
」
と
い
う
オ
チ
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

作
中
、
堀
部
は
何
度
と
な
く
、「
雪
の
姑
娘
」
を
否
定
し
よ
う
と
努
め
る
。
た
と
え
ば
、
堀
部
は
「
馬
賊
に
も
限
る
ま
い
が
、
兎
に

か
く
に
泥
坊
の
仕
業
だ
よ
。
む
か
し
か
ら
そ
ん
な
伝
説
が
あ
る
の
を
利
用
し
て
、
白
い
女
に
化
け
て
来
る
ん
だ
よ
」
と
、
雪
女
の
正
体

を
盗
賊
の
し
わ
ざ
で
あ
る
と
予
想
す
る
。
ま
た
、
堀
部
は
こ
う
し
た
論
を
展
開
し
、「
天
晴
れ
相
手
の
蒙
を
啓
い
た
積
り
」
に
な
る
が
、

従
者
は
納
得
し
よ
う
と
し
な
い
。
そ
の
と
き
の
堀
部
の
心
情
は
「
悧
口
な
や
う
で
も
矢
は
り
支
那
人
で
あ
る
。
今
時
こ
ん
な
迷
信
に
囚

は
れ
て
、
飽
ま
で
も
雪
女
の
怪
を
信
じ
て
ゐ
る
の
か
と
、
情
な
く
も
あ
り
、
ば
か
〳
〵
し
く
も
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
か
つ
た
」
と
「
支
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那
人
」
に
対
す
る
侮
蔑
的
な
視
点
で
述
べ
ら
れ
る
。
盗
賊
説
を
家
の
主
人
に
も
説
く
が
、
主
人
も
ま
た
承
知
し
な
い
。

し
か
し
、
物
語
の
後
半
、
い
よ
い
よ
雪
女
が
あ
ら
わ
れ
る
と
そ
れ
が
覆
さ
れ
る
。

雪
煙
か
と
思
つ
て
堀
部
君
は
眼
を
据
ゑ
て
屹
と
見
つ
め
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
が
煙
か
ま
ぼ
ろ
し
か
、
そ
の
正
体
を
確
か
め
る
こ
と

が
出
来
な
か
つ
た
。
併
し
、
そ
れ
が
人
間
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
の
で
馬
賊
の
懸
念
は
先
づ
消
え
失
せ
て
、
堀
部
君
も
ピ

ス
ト
ル
を
握
つ
た
拳
が
す
こ
し
く
弛
む
（
略
）

　
こ
の
よ
う
に
、
堀
部
の
盗
賊
説
は
自
身
の
目
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
物
語
は
白
い
影
の
正
体
を
あ
か
さ
ず
、「
若
し
堀
部

君
に
探
偵
趣
味
が
あ
り
、
時
間
の
余
裕
が
あ
つ
た
ら
ば
、
進
ん
で
そ
の
秘
密
を
探
り
究
め
る
こ
ろ
が
出
来
た
か
も
知
れ
な
か
つ
た
が
、

不
幸
に
し
て
彼
は
そ
れ
だ
け
の
事
実
を
わ
た
し
に
報
告
し
て
く
れ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
」と
い
う
言
葉
で
終
わ
る
。
そ
れ
は
堀
部
が「
迷

信
」
の
否
定
を
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。「
蒙
」
と
し
た
「
雪
女
の
怪
」
が
正
と
な
る
こ
と
で
、
堀
部
の

合
理
的
解
釈
が
覆
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。「
東
京
稜
」
に
あ
ら
わ
れ
る
女
の
話
で
は
、
最
後
に
オ
チ
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、そ
れ
は
怪
談
で
は
な
く
な
る
が
、「
雪
女
」
に
お
い
て
は
最
後
ま
で
正
体
不
明
の
雪
女
を
め
ぐ
る
怪
談
話
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
窯
変
」
と
同
様
に
、
綺
堂
は
現
地
で
の
経
験
を
舞
台
装
置
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
怪
談
話
と
し
て
仕
立
て
上
げ
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
満
州
で
の
経
験
は
単
に
そ
う
い
っ
た
装
置
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
設
定
や
背
景
描
写
だ
け
で
な
く
、

人
物
描
写
に
も
そ
の
経
験
は
生
か
さ
れ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
人
物
に
焦
点
を
絞
り
心
情
描
写
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
因
と

な
っ
た
綺
堂
の
経
験
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。
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三
、
描
か
れ
る
同
情
心

「
窯
変
」「
雪
女
」
の
両
編
の
怪
談
は
、た
だ
不
可
思
議
な
物
語
で
は
な
く
、あ
る
種
の
悲
愴
を
伴
っ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。「
窯
変
」

の
末
尾
、
語
り
は
以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

わ
れ
〳
〵
が
遼
陽
の
城
外
に
ゆ
き
着
い
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
日
の
後
で
あ
る
。
そ
の
後
、
僕
は
徐
の
家
を
訪
問
す
る
機
会
が

な
か
つ
た
が
、
彼
の
老
人
は
ど
う
し
た
か
、
病
め
る
娘
は
ど
う
し
た
か
。
妖
あ
る
家
は
遂
に
ほ
ろ
び
た
か
、
あ
る
い
は
依
然
と
し

て
栄
え
て
ゐ
る
か
。
今
も
と
き
〳
〵
に
思
ひ
出
さ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。

今
で
は
も
う
知
り
よ
う
が
な
い
徐
の
家
の
人
々
、
そ
こ
に
思
い
が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
徐
の
家
は
語
り
手
に
と
っ
て
の
気
に
か
か
る

事
柄
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
末
の
語
り
は
、
語
り
手
の
こ
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
事
柄
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
き
手
の
こ
こ
ろ
に
も
余
韻
を
残
す
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
窯
変
」「
雪
女
」
と
も
に
、
現
地
の
あ
る
家
に
日
本
人
が
外
部
か
ら
や
っ
て
来
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
そ
こ
に
不
幸
な
老
人
や
娘
が
登
場
し
、
や
っ
て
き
た
日
本
人
は
そ
れ
に
同
情
心
を
寄
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
両

編
は
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
や
っ
て
き
た
日
本
人
は
は
じ
め
か
ら
同
情
心
を
抱
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
い
る
人
々
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
情
が
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

「
窯
変
」
に
お
い
て
、
語
り
手
の
「
僕
」
を
ふ
く
む
従
軍
記
者
の
一
行
が
出
会
う
の
は
病
気
の
娘
で
あ
る
。
遼
陽
の
戦
い
に
よ
り
、

城
内
に
行
き
来
で
き
な
い
娘
に
対
し
、「
僕
」
の
一
行
は
「
肺
病
」
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
解
熱
剤
を

与
え
る
。
以
下
、
引
用
に
附
し
て
い
る
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
。
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Ｔ
君
は
雑
嚢
か
ら
解
熱
剤
の
白
い
粉
薬
を
出
し
て
、
そ
の
用
法
を
説
明
し
て
あ
た
へ
る
と
、
老
人
は
地
に
ひ
ざ
ま
づ
い
て
押
戴

い
た
。
そ
れ
を
み
て
い
て
、
僕
は
ひ
ど
く
気
の
毒
に
な
つ
た
。
満
洲
の
土
人
は
薬
を
め
つ
た
に
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
の
で
、
日
本

人
に
く
ら
べ
る
と
非
常
に
薬
の
効
目
き
き
め
が
あ
る
。
現
に
宝
丹
を
の
ん
で
肺
炎
が
癒
つ
た
な
ど
と
い
う
話
も
聴
い
た
。
し
か
し

こ
の
娘
の
病
気

―
殊
に
こ
の
年
頃
で
こ
の
病
気

―
そ
れ
が
普
通
の
解
熱
剤
ぐ
ら
ゐ
で
救
は
れ
や
う
と
は
、
と
て
も
想
像
の
許

さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
時
の
気
や
す
め
に
過
ぎ
な
い
解
熱
剤
の
二
日
分
や
三
日
分
を
貰
つ
て
、
素
人
医
者
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ

い
て
拝
謝
す
る
老
人

―
か
れ
は
恐
ら
く
こ
の
家
の
忠
僕
で
あ
ら
う
。

―
そ
の
姿
を
見
る
に
堪
へ
な
い
や
う
な
悼
ま
し
い
心
持

に
な
つ
て
、
僕
は
お
も
は
ず
顔
を
そ
む
け
た
。

こ
こ
で
「
僕
」
は
薬
が
気
休
め
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
薬
を
も
ら
っ
た
老
人
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
お

構
い
な
し
に
、「
ひ
ざ
ま
づ
い
て
拝
謝
」
す
る
。
無
知
な
老
人
の
忠
実
で
必
死
な
様
子
が
「
僕
」
に
「
悼
ま
し
い
」
悲
哀
感
を
生
じ
さ

せ
る
。
ま
た
、
娘
に
対
し
て
も
以
下
の
よ
う
に
「
僕
」
の
一
行
の
心
情
が
描
か
れ
る
。

「
可
哀
さ
う
だ
な
。
あ
の
娘
も
長
く
は
生
き
ら
れ
な
い
ぜ
。」

今
ま
で
は
、
ど
ん
な
娘
だ
ら
う
な
ど
と
一
種
の
興
味
を
以
て
待
ち
受
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
て
そ
の
本
人
の
悼
ま
し
い
姿

を
み
せ
ら
れ
る
と
僕
達
も
も
う
笑
つ
て
は
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
た
。
四
人
は
顔
を
み
あ
は
せ
て
一
度
に
溜
息
を
つ
い
た
。（
略
）

こ
こ
で
は
「
僕
」
の
心
情
の
変
化
が
起
き
て
い
る
。
娘
に
対
す
る
好
奇
心
は
、「
可
哀
そ
う
」「
笑
つ
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
気
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持
ち
へ
と
推
移
し
て
い
る
。

一
方
の
「
雪
女
」
に
お
い
て
も
、
堀
部
が
老
人
の
話
を
「
気
の
毒
さ
う
に
聴
い
て
ゐ
る
」
描
写
が
あ
り
、
ま
た
「
雪
の
姑
娘
」
を
恐

れ
る
老
人
を
気
遣
い
、
李
太
郎
に
対
し
「
お
い
、
そ
の
こ
と
を
こ
ゝ
の
主
人
に
話
し
て
、
早
く
安
心
さ
せ
て
遣
れ
よ
。
可
哀
さ
う
に
顔

の
色
を
変
へ
て
心
配
し
て
ゐ
る
ぢ
や
な
い
か
」
と
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
娘
を
さ
ら
わ
れ
た
主
人
は
「
主
人
の
老
人
は
寝
床
か
ら
這

ひ
落
ち
た
ら
し
い
妻
を
か
ゝ
へ
て
、
土
間
の
上
に
泣
き
倒
れ
て
ゐ
た
」
と
悲
嘆
に
く
れ
る
様
子
と
し
て
描
か
れ
る
。

「
窯
変
」「
雪
女
」
と
も
に
満
州
を
舞
台
に
し
た
読
物
で
は
、
現
地
人
に
対
し
、
哀
し
み
と
同
情
の
念
を
も
っ
て
描
写
が
な
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
作
中
に
お
い
て
は
語
り
手
の
同
情
心
が
表
出
さ
れ
る
が
、
で
は
、
語
り
手
に
そ
う
語
ら
せ
る
存
在
、
読
物
の
書
き
手
で

あ
る
綺
堂
は
、
現
地
の
人
々
を
み
て
、
ど
の
よ
う
な
感
情
を
抱
く
の
で
あ
ろ
う
。

「
奥
軍
従
軍
記
（
第
二
十
信
）」
に
は
「
遼
陽
の
悲
劇
」
と
題
し
て
現
地
の
娘
を
め
ぐ
る
悲
話
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
綺
堂
は
こ
の

記
事
に
つ
い
て
「
其
の
事
実
た
る
や
頗
る
小
説
的
で
、
或
ひ
は
筆
者
が
多
少
の
潤
色
を
加
へ
た
か
と
の
疑
惑
も
あ
ら
う
が
、
此
れ
は
紛

れ
も
無
い
事
実
、
筆
者
は
其
の
関
係
者
か
ら
聞
く
が
ま
ゝ
を
記
述
し
た
の
で
、
決
し
て
架
空
の
小
説
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
予
め
断

つ
て
置
く
」
と
前
置
き
し
て
い
る
。

「
遼
陽
の
悲
劇
」
は
、
遼
陽
附
近
に
す
む
劉
家
の
「
蓮
子
」
と
い
う
娘
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
蓮
子
は
容
姿
佳
麗
、
気
立
て
の

よ
い
娘
で
あ
る
が
、
父
の
看
病
の
た
め
、
寄
せ
ら
れ
る
見
合
い
話
を
断
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
、
無
下
に
で
き
な
い
縁
談
が
来

た
た
め
、
父
母
は
蓮
子
に
黙
っ
て
こ
の
話
を
承
諾
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
娘
に
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
つ
い
に
婚

礼
の
日
と
な
っ
た
。ロ
シ
ア
軍
は
住
民
の
立
ち
退
き
を
禁
じ
て
お
り
、そ
こ
に
日
本
軍
の
砲
弾
が
降
り
注
ぐ
。蓮
子
は
廟
に
逃
げ
込
む
が
、

砲
弾
に
よ
っ
て
命
を
失
く
し
て
し
ま
う
。
綺
堂
は
こ
の
話
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
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哀
れ
は
独
り
蓮
子
に
止
ま
ら
ず
、
同
時
に
夫
に
離
れ
娘
に
別
れ
た
母
は
、
通
信
絶
望
の
極
、
俄
に
発
狂
し
て
走
り
出
し
た
の
を
、

彼
の
叔
父
が
漸
く
抑
留
め
て
、目
下
其
宿
に
療
養
中
だ
と
云
ふ
。
劉
一
家
の
悲
惨
、こ
ゝ
に
至
つ
て
何
と
も
云
ふ
べ
き
詞
を
知
ら
ぬ
。

こ
れ
は
単
に
其
一
例
に
過
ぎ
ぬ
の
で
、
他
に
も
斯
る
惨
事
恨
事
が
沢
山
あ
ら
う
。
嗚
呼
、
露
西
亜
帝
国
、
汝
の
名
は
悪
魔
で
あ

る
よ
！　

予
は
終
に
臨
ん
で
重
ね
て
云
ふ〔

一
二
〕。

「
こ
れ
は
単
に
其
一
例
に
過
ぎ
ぬ
の
で
」
と
い
う
よ
う
に
、
記
者
で
あ
る
綺
堂
は
「
惨
事
恨
事
」
の
数
々
を
他
に
も
見
聞
き
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
話
を
直
接
の
モ
チ
ー
フ
に
し
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
「
小
説
的
」
で
あ
る
不
幸
な
娘
や

そ
の
家
族
の
「
事
実
」
に
出
会
い
、
の
ち
に
小
説
と
し
て
、
そ
れ
を
書
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
奥
軍
従
軍
記
」（
第
十
七
信
）
の
「
陣
中
の
名
月
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
独
白
が
な
さ
れ
て
い
る
。

九
月
寒
砧
催
木
葉
、
十
年
征
戍
憶
遼
陽
。
こ
れ
は
私
が
九
つ
の
時
始
め
て
唐
詩
選
を
読
ん
で
、
遼
陽
と
い
ふ
地
名
を
諳
ん
じ
た

嚆
矢
で
あ
る
。
然
る
に
今
や
遠
征
の
軍
に
従
つ
て
、
時
恰
も
九
月
木
葉
を
催
す
の
節
こ
の
遼
陽
に
入
る
と
云
ふ
の
は
私
に
取
つ
て

一
種
の
因
縁
あ
る
か
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
戦
勝
と
い
ふ
第
一
の
目
的
の
他
に
、
私
は
何
と
な
く
遼
陽
が
恋
し
い
、

一
日
も
早
く
行
つ
て
見
た
い
と
、
宛
が
ら
不
見
恋
に
焦
れ
た
人
の
様
に
、
出
発
当
時
か
ら
遼
陽
々
々
と
心
窃
か
に
急
い
で
ゐ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
は
じ
め
満
州
は
綺
堂
に
と
っ
て
文
学
的
な
興
味
と
結
び
つ
く
憧
れ
の
土
地
で
も
あ
っ
た
。
遼
陽
の
地
に
焦
が
れ
て
い

た
綺
堂
で
あ
る
が
、
到
着
後
、「
が
、
来
て
見
れ
ば
他
の
奇
無
し
、
遼
陽
は
矢
は
り
遼
陽
、
支
那
の
市
街
は
矢
は
り
支
那
の
市
街
」
と
「
失

望
」
し
て
い
る
。
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し
か
し
、こ
う
し
た
中
で
、「
今
天
中
秋
の
佳
節
」
が
訪
れ
る
。
綺
堂
等
は
宿
舎
の
主
人
か
ら
「
御
馳
走
」
を
送
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
こ

の
家
の
主
人
夫
婦
、
兄
弟
、
五
人
の
小
児
、
四
人
の
雇
人
、
い
づ
れ
も
袖
を
聯
ね
形
を
正
し
て
門
に
立
ち
、
月
を
仰
い
で
拝
し
て
ゐ
る
」

と
こ
ろ
を
目
撃
す
る
。
こ
れ
を
見
た
綺
堂
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

�（
略
）
其
の
光
の
奥
に
神
在
す
と
ば
か
り
に
清
く
尊
く
鮮
や
か
に
照
せ
る
月
の
前
に
、
未
開
の
彼
等
が
且
仰
ぎ
且
拝
す
る
の
は
誠

に
無
理
な
ら
ぬ
事
か
も
知
れ
ぬ
。
又
そ
の
理
屈
は
姑
く
措
き
、
皓
々
明
月
の
下
に
立
つ
て
其
の
光
輝
を
仰
ぎ
拝
す
る
一
刹
那
、
彼

等
の
胸
に
は
寸
毫
の
邪
念
を
宿
さ
ぬ
で
あ
ら
う
。
と
思
へ
ば
、
支
那
人
其
物
に
就
て
は
平
素
尠
か
ら
ざ
る
不
快
の
感
を
懐
い
て
ゐ

る
私
等
も
、
こ
の
一
瞬
時
一
刹
那
に
於
る
彼
等
の
姿
を
見
て
、
今
宵
ば
か
り
は
不
思
議
に
優
し
く
可
愛
ら
し
く
感
じ
た
。
彼
等
は

拝
す
る
こ
と
約
二
三
分
に
し
て
去
る
。

こ
こ
で
は
「
未
開
」「
支
那
人
其
物
に
就
て
は
平
素
尠
か
ら
ざ
る
不
快
の
感
を
懐
い
て
ゐ
る
」
と
い
う
現
地
の
人
々
に
対
す
る
綺
堂

の
軽
蔑
の
視
線
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
と
同
時
に
、「
失
望
」
し
た
地
で
出
会
っ
た
月
の
美
し
さ
、
ま
た
、
そ
こ
に
生
き
る
「
彼
等
の
胸
」

中
を
察
す
る
に
い
た
る
。

こ
う
し
た
発
見
は
綺
堂
の
雇
っ
た
苦
力
に
対
し
て
も
あ
っ
た
。「
苦
力
と
支
那
兵
」（「
文
藝
春
秋
」
昭
和
七
年
八
月
・
昭
和
八
年
一
月
。

『
猫
や
な
ぎ
』
所
収
）
の
な
か
で
、
綺
堂
は
苦
力
の
王
福
と
高
秀
庭
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。
王
福
と
そ
の
兄
に
対
し
タ
バ
コ
を
与

え
て
い
る
と
、
何
度
目
か
に
断
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
軍
の
管
理
部
の
方
が
莨
に
困
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
あ
げ
て
ほ
し
い
と
い

う
旨
だ
っ
た
。
綺
堂
は
こ
れ
を
聞
き
、「
苦
力
の
口
か
ら
斯
う
い
ふ
言
葉
を
聞
か
う
と
は
思
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
兎
角

に
彼
等
を
侮
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
、
私
は
心
ひ
そ
か
に
恥
ぢ
た
」
と
い
う
。
ま
た
、
風
邪
を
引
い
た
綺
堂
の
た
め
に
雨
夜
に
一
里
の
道
を
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往
復
し
て
毛
布
を
届
け
て
く
れ
た
高
秀
庭
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
「
自
責
の
念
」
を
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

私
は
感
謝
を
通
り
越
し
て
、
な
ん
だ
か
悲
し
い
や
う
な
気
持
ち
に
な
つ
た
。
前
に
も
い
ふ
通
り
、
私
た
ち
は
兎
角
に
苦
力
等
を

侮
蔑
す
る
心
持
が
あ
る
。
そ
の
誤
り
を
曩
に
王
福
の
兄
弟
に
教
へ
ら
れ
、
今
は
又
、
高
秀
庭
に
教
へ
ら
れ
た
。
い
た
づ
ら
に
皮
相

を
観
て
其
人
を
侮
蔑
す
る
―
―
自
分
は
そ
ん
な
卑
し
い
、
浅
は
か
な
心
の
所
有
者
で
あ
る
か
と
思
ふ
と
、
私
は
涙
ぐ
ま
し
く
な
つ

た
。
そ
の
涙
は
感
激
の
涙
で
は
な
く
、
一
種
の
自
責
の
涙
で
あ
つ
た
。

む
ろ
ん
、
随
筆
は
回
想
で
あ
る
の
で
多
少
大
仰
に
書
い
て
い
る
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
時
が
経
っ
て
も
印
象
深
く
思
い
起
こ
さ
れ
る
経

験
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
綺
堂
に
「
自
責
」
を
抱
か
せ
る
体
験
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
窯
変
」
の
従
軍
記
者
た
ち
の
心
情
は
娘
の
い
た
ま
し
さ
や
老
人
の
忠
心
を
み
て
悲
し
い
気
持
ち
へ
と
変
化
す
る
。「
雪
女
」
で
は
現

地
の「
迷
信
」を
馬
鹿
に
し
て
い
た
堀
部
が
実
際
に
怪
異
を
目
撃
し
、そ
の
謎
を
解
き
明
か
せ
ず
に
い
る
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

自
ら
の
優
位
性
の
否
定
で
あ
る
。
両
作
で
は
語
り
手
で
あ
る
日
本
人
は
、
現
地
人
に
対
す
る
同
情
心
を
得
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
人
物

の
姿
は
、
現
地
の
人
々
に
悲
し
み
を
覚
え
、「
侮
蔑
」
の
対
象
か
ら
外
れ
る
と
い
う
経
験
を
し
た
綺
堂
だ
か
ら
こ
そ
書
き
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

綺
堂
は
遼
陽
、
沙
河
と
会
戦
を
目
撃
し
、
戦
闘
の
惨
状
や
恐
怖
を
体
験
し
た
。
し
か
し
、
綺
堂
が
小
説
に
描
い
た
の
は
戦
争
の
様
子

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
戦
地
で
見
聞
し
た
土
地
や
風
物
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
様
子
で
あ
っ
た
。
物
語
の
舞
台
や
設
定
を
構
築
し
、
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怪
談
を
補
強
す
る
た
め
に
そ
れ
ら
は
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
単
に
背
景
を
描
く
だ
け
で
は
な
く
、
満
州
の
人
々
の
姿
、
ま
た
、
そ
れ
を

見
て
同
情
心
を
抱
く
日
本
人
の
心
情
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
綺
堂
自
身
が
得
た
心
情
の
変
化
が
そ
こ
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

綺
堂
は
現
地
で
し
か
体
験
し
得
な
い
見
聞
や
苦
力
と
の
交
流
を
通
し
て
自
ら
の
「
侮
蔑
」
の
意
識
に
気
が
つ
き
、
そ
れ
が
「
誤
り
」

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
「
窯
変
」
に
お
い
て
は
従
軍
記
者
一
行
が
抱
く
「
悼
ま
し
い
」
気
持
ち
と
な
り
、「
雪
女
」

に
お
い
て
は
「
悧
口
な
や
う
で
も
矢
は
り
支
那
人
で
あ
る
」
と
侮
蔑
し
て
い
た
「
支
那
人
」
た
ち
の
「
迷
信
」
が
事
実
と
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
、
文
明
人
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
日
本
人
の
考
え
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
逆
転
が
描
か
れ
て
い
る
。

綺
堂
作
品
と
日
露
戦
争
を
描
い
た
他
作
品
と
の
相
違
が
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。
軍
医
と
し
て
第
二
軍
に
配
属
さ
れ
た
鷗
外
は
詩
歌

に
現
地
の
自
然
描
写
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
「
遼
陽
を
発
す
」
と
し
て
詠
ま
れ
た
の
が
次
の
一
首
で
あ
る

〔
一
三
〕。

逆
へ
撃
つ　

み
い
く
さ
今
し　

太
子
河
の　

霜
の
ふ
な
橋　

ど
よ
も
し
わ
た
る

こ
こ
で
は
「
太
子
河
の　

霜
の
ふ
な
橋
」
と
い
う
満
州
の
自
然
の
厳
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、歌
の
主
題
は
「
み
い
く
さ
」

に
あ
り
、
自
然
を
踏
み
越
え
「
ど
よ
も
し
わ
た
る
」
こ
と
で
そ
の
戦
い
の
荘
厳
さ
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
一
軍
人
と
し
て
の
矜
持
が
あ

ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
戦
に
臨
む
心
意
気
は
『
う
た
日
記
』
の
随
所
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
方
で
現
地
の
人
々
へ
の
視

線
は
『
う
た
日
記
』
の
な
か
に
は
、
ほ
ぼ
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。

同
軍
に
従
軍
し
た
花
袋
は
「
一
兵
卒
」
に
お
い
て
脚
気
を
患
っ
て
さ
ま
よ
う
兵
を
主
人
公
に
し
、「
叫
喚
、
悲
鳴
、
絶
望
、
渠
は
室

の
中
を
の
た
う
ち
廻
つ
た
」
と
孤
独
に
死
ん
で
い
く
兵
の
苦
し
み
へ
と
焦
点
を
し
ぼ
り
な
が
ら
、「
軍
隊
生
活
の
束
縛
ほ
ど
残
酷
な
者
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は
な
い
と
突
然
思
つ
た
」
と
暗
に
戦
争
批
判
を
ほ
の
め
か
す
よ
う
な
描
写
を
し
た

〔
一
四
〕。

国
内
を
舞
台
と
し
た
「
田
舎
教
師
」
で
は
、
死
に

い
く
清
三
が
「
屍
と
な
つ
て
野
に
横
は
る
苦
痛
、
そ
の
身
に
な
つ
た
ら
、
名
誉
で
も
何
で
も
な
い
だ
ら
う
。
父
母
が
恋
し
い
だ
ら
う
。

祖
国
が
恋
し
い
だ
ら
う
。
故
郷
が
恋
し
い
だ
ら
う
」
と
「
満
州
の
さ
び
し
い
平
野
に
横
つ
た
同
胞
」
へ
と
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
花
袋

の
「
一
兵
卒
」「
田
舎
教
師
」
と
も
に
大
き
な
大
戦
の
中
で
死
に
い
く
名
も
な
き
兵
士
の
気
持
ち
に
対
し
て
の
同
情
心
を
描
い
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
こ
の
兵
士
へ
の
同
情
は
綺
堂
の
両
作
品
に
お
い
て
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
花
袋
も
兵
へ
の
同
情
心
は

描
き
得
た
が
、
現
地
の
人
々
へ
の
視
線
を
作
品
内
に
描
く
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た

〔
一
五
〕。

ま
た
、「
人
を
屠
ふ
り
て
餓
へ
た
る
犬
を
救
え
」
と
い
う
「
空
想
」
に
よ
っ
て
、
漱
石
は
国
内
か
ら
戦
地
の
壮
絶
な
様
子
を
書
き
表

そ
う
と
し
た
が
、
花
袋
同
様
に
現
地
人
の
悲
愴
ま
で
は
「
空
想
」
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

綺
堂
は
随
筆
の
中
で
「
こ
の
頃
は
満
州
の
噂
が
し
き
り
に
出
る
の
で
、私
も
一
種
今
昔
の
感
に
堪
え
な
い
」（『
猫
や
な
ぎ
』）
や
、「
毎

日
の
新
聞
を
見
る
た
び
に
、
ひ
と
事
と
は
思
は
れ
な
い
や
う
に
胸
を
打
た
れ
ま
す
」
と
回
想
す
る
。
こ
の
随
筆
で
は
、
満
州
事
変
後
の

日
中
関
係
の
危
う
さ
の
な
か
で
、
満
州
で
の
経
験
が
思
い
起
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
日
露
戦
争
後
の
大
正
年
間
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
満
州
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の
均
衡
の
な
か
で
、
綺
堂
は
自
ら
が
経
験
し
た
感
情
の
変
化
を
読
物
作
品
の
な
か
へ
注
ぎ
込
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

※�

本
論
中
の
小
説
本
文
は
、「
窯
変
」
は
『
青
蛙
堂
鬼
談
―
岡
本
綺
堂
読
物
集
二
』（
平
成
二
十
四
年
十
月
、
中
央
公
論
新
社
）、「
雪
女
」

は
『
今
古
探
偵
十
話
』（
平
成
二
十
六
年
、
六
月
）
か
ら
す
べ
て
引
用
し
た
。
随
筆
等
に
つ
い
て
は
随
時
本
文
中
に
示
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
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※�

本
論
中
、「
支
那
」
等
今
日
で
は
不
適
切
と
さ
れ
る
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
時
代
背
景
、
作
者
の
意
識
を
考
慮
し
、

原
文
の
ま
ま
表
記
し
た
。

〔
一
〕　

�

本
論
で
扱
う
読
物
の
ほ
か
、日
露
戦
争
時
の
出
来
事
を
書
い
た
読
物
に
「
火
薬
庫
」（「
面
白
倶
楽
部
」
大
正
九
年
十
月
初
出
）
が
あ
る
。
中
公
文
庫
『
探

偵
夜
話　

―
綺
堂
読
物
集
四
』（
二
〇
一
三
年
十
月
）
の
「
解
題
」
で
千
葉
俊
二
氏
は
同
作
品
を
「
日
露
戦
争
を
背
景
と
し
て
中
国
の
東
北
部
で
起
こ
っ

た
奇
怪
な
事
件
を
扱
っ
た
も
の
」
と
し
て
い
る
が
、
本
文
中
に
そ
の
所
在
地
を
明
確
に
あ
ら
わ
す
語
句
も
な
く
、
ま
た
「
町
の
新
聞
記
者
」
と
い
っ
た

言
葉
か
ら
日
本
国
内
を
舞
台
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
論
で
は
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
こ
の
「
火
薬
庫
」
は
綺
堂
の

随
筆
「
狐
妖
」（「
二
階
か
ら
」『
五
色
筆
』
大
正
六
年
十
二
月
、
南
人
社
所
収
）
に
書
か
れ
て
い
る
音
楽
家
か
ら
聞
い
た
「
恠
談
」
を
も
と
に
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
二
〕　

�

清
水
潤
「
岡
本
綺
堂
の
怪
談
」（『
論
樹
』
第
十
三
号
、
平
成
十
一
年
）

〔
三
〕　

�

た
だ
し
、
和
井
府
清
十
郎
氏
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ロ
グ
「
綺
堂
事
物
」
に
「
岡
本
綺
堂
の
日
露
戦
争
従
軍
」
の
記
事
が
あ
る
。
田
山
花
袋
や
司
馬
遼
太
郎

の
記
述
を
ふ
ま
え
、
綺
堂
の
足
跡
を
追
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
東
京
日
日
新
聞
」
の
「
第
二
軍
従
軍
記
」
に
あ
た
ら
な
い
ま
ま
、
長
く
更
新
が
と
ま
っ

て
い
る
（http://kidojibutsu.w

eb.fc2.com
/contents/jyugun.htm

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
））。

〔
四
〕　

�

東
京
日
日
新
聞
社
の
正
式
な
記
者
と
し
て
は
黒
田
甲
子
郎
が
派
遣
さ
れ
た
（「
昔
の
従
軍
記
者
」）。

〔
五
〕　

�

義
和
団
事
件
に
出
兵
し
た
列
強
諸
国
の
多
く
が
カ
ー
キ
ー
色
の
軍
服
を
採
用
し
て
お
り
、
日
本
軍
は
こ
れ
を
研
究
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
に
お
い
て
は

「
下
士
卒
以
下
の
戦
時
服
は
、
夏
冬
を
つ
う
じ
て
カ
ー
キ
ー
服
と
さ
れ
た
」
と
い
う
（
大
江
志
乃
夫
『
日
露
戦
争
の
軍
事
的
研
究
』
昭
和
五
十
一
年
、

岩
波
書
店
）。
綺
堂
は
『
猫
や
な
ぎ
』
に
お
い
て
カ
ー
キ
ー
服
を
き
て
い
た
た
め
、現
地
人
に
軍
人
だ
と
思
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
述
べ
て
い
る
。

〔
六
〕　

�「
日
清
戦
争
同
様
作
戦
に
関
す
る
記
事
は
制
限
さ
れ
た
た
め
、
帰
還
将
兵
や
後
送
さ
れ
た
負
傷
兵
た
ち
の
談
話
や
遺
家
族
へ
の
訪
問
記
事
が
紙
面
を
賑

わ
し
た
。
日
露
戦
争
に
お
い
て
も
、戦
場
美
談
や
武
勇
伝
が
、「
内
地
の
士
気
民
心
を
興
奮
せ
し
め
」
た
の
で
あ
る
」
と
井
上
祐
子
氏
は
指
摘
す
る
（『
日

清
・
日
露
戦
争
と
写
真
報
道　

戦
場
を
駆
け
る
写
真
師
た
ち
』
平
成
二
十
四
年
七
月
、
吉
川
弘
文
館
）。

〔
七
〕　

�

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
遼
陽
攻
撃
従
軍
記
（
第
九
信
）」
の
な
か
に
、「
予
等
は
従
軍
記
者
の
七
つ
道
具
と
も
云
ふ
べ
き
雨
着
、
毛
布
、
背
嚢
、
雑
嚢
、
望
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遠
鏡
、
短
銃
、
水
筒
の
類
を
或
は
肩
に
か
け
或
は
首
に
か
け
腰
に
纏
ふ
て
配
属
師
団
の
司
令
部
に
趣
き
人
馬
の
後
に
尾
き
て
進
発
す
」
と
の
記
述
も
あ

る
。

〔
八
〕　

�

小
松
和
彦
編
『
怪
異
の
民
俗
学
⑦�

異
人
・
生
贄
』（
平
成
十
三
年
、
河
出
書
房
新
社
））
に
収
録
。

〔
九
〕　

同
右
。

〔
十
〕　

�
た
だ
し
、
桂
井
和
雄
氏
は
「
遍
路
や
六
部
な
ど
の
持
ち
金
を
盗
ん
だ
家
筋
の
話
」
の
な
か
で
、「
異
人
殺
し
」
の
語
を
使
用
し
て
い
な
い
。

〔
一
一
〕
千
葉
俊
二
「
解
題
」（
岡
本
綺
堂
『
今
古
探
偵
十
話
―
綺
堂
読
物
五
』
平
成
二
十
六
年
六
月
）

〔
一
二
〕�

綺
堂
は
こ
の
「
悲
劇
」
に
対
し
、「
そ
の
責
は
誰
に
あ
る
こ
れ
云
ふ
ま
で
も
無
い
事
で
、
彼
露
軍
は
実
に
人
道
の
敵
！　

悪
魔
！　

蝮
の
裔
！
」
と
そ

の
責
を
ロ
シ
ア
軍
に
あ
る
も
の
と
し
、
罵
っ
て
い
る
。
か
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
憎
し
み
の
み
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、「
露
軍
戦
死
者
の
新

墳
が
無
数
に
連
な
つ
て
ゐ
る
の
を
見
た
と
き
に
、
私
は
暗
い
心
持
に
な
つ
た
。
敵
と
友
に
引
分
れ
て
い
る
も
の
ゝ
、
彼
等
も
ま
た
祖
国
の
忠
心
で
あ
る
」

（『
独
吟
』）
と
述
べ
て
い
る
。

〔
一
三
〕
森
鷗
外
『
う
た
日
記
』（
明
治
四
十
年
九
月
、
春
陽
堂
）

〔
一
四
〕
引
用
は
『
花
袋
全
集�

第
一
巻
』（
昭
和
十
一
年
、
花
袋
全
集
刊
行
会
）
に
よ
る
。

〔
一
五
〕�

た
と
え
ば
花
袋
は
『
第
二
軍
従
征
日
記
』
の
な
か
で
苦
力
に
対
し
て
「
動
物
」
と
い
う
表
現
を
多
用
し
て
い
る
。
坪
井
秀
人
は
花
袋
の
日
記
に
つ
い
て

「
彼
ら
は
《
亡
国
の
民
》
と
し
て
憐
れ
ま
れ
、
不
潔
視
さ
れ
て
蔑
ま
れ
て
お
り
、
何
よ
り
苦
力
の
場
合
は
雇
わ
れ
の
身
と
し
て
の
圧
倒
的
な
下
位
性
が

前
提
に
な
っ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
（「
棄
却
さ
れ
し
も
の
た
ち
」
小
森
陽
一
・
成
田
龍
一
編
『
日
露
戦
争
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
平
成
十
六
年
二
月
、

紀
伊
國
屋
書
店
）。
花
袋
の
視
線
は
兵
個
人
の
哀
れ
さ
に
は
向
い
た
が
、
現
地
の
人
々
へ
は
向
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
綺
堂
と
の
違

い
が
見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。


